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(57)【要約】
　本発明は、極性可塑化油及び極性ポリエチレンコポリマーを含む感圧性で熱溶融加工可
能な接着剤組成物、並びに本発明による接着剤組成物を含む層状接着剤構造体及び医療装
置に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　最終接着剤の１０％（ｗ／ｗ）を超える含有量の極性可塑化油又は極性可塑化油の組み
合わせ、及び少なくとも１つの極性ポリエチレンコポリマーを含む感圧性で熱溶融加工可
能な接着剤組成物であって、前記ポリエチレンコポリマーの含有量が最終接着剤の１０～
５０％（ｗ／ｗ）であり、前記ポリエチレンコポリマーが２ｇ／１０分を下回るメルトフ
ローインデックス（１９０℃／２１．１Ｎ）を有する、感圧性接着剤組成物。
【請求項２】
　最終接着剤の１０％（ｗ／ｗ）を超える含有量の極性可塑化油又は極性可塑化油の組み
合わせ、及び少なくとも１つの極性ポリエチレンコポリマーを混合することにより形成さ
れる感圧性で熱溶融加工可能な接着剤組成物であって、前記ポリエチレンコポリマーの含
有量が最終接着剤の１０～５０％（ｗ／ｗ）であり、前記ポリエチレンコポリマーが２ｇ
／１０分を下回るメルトフローインデックス（１９０℃／２１．１Ｎ）を有する、感圧性
接着剤組成物。
【請求項３】
　連続型の前記最終接着剤が、ＭＶＴＲ試験法に従って測定したとき、１５０μｍの接着
シートに対して少なくとも１００ｇ／ｍ2／日の水蒸気透過速度を呈する、請求項１又は
２に記載の感圧性接着剤組成物。
【請求項４】
　前記極性ポリエチレンコポリマーが、エチレン酢酸ビニル、エチレン酢酸ビニル一酸化
炭素、エチレン酢酸ブチル、エチレンビニルアルコール、エチレンアクリル酸ブチル、エ
チレンアクリル酸ブチル一酸化炭素、及びこれらの組み合わせから成る群から選択される
、請求項１～３のいずれか一項に記載の感圧性接着剤組成物。
【請求項５】
　前記極性ポリエチレンコポリマーがエチレン酢酸ビニルである、請求項４に記載の感圧
性接着剤組成物。
【請求項６】
　前記エチレン酢酸ビニルが、少なくとも４０％（ｗ／ｗ）の酢酸ビニル含有量、好まし
くは４０～８０％（ｗ／ｗ）の酢酸ビニル含有量を有する、請求項５に記載の感圧性接着
剤組成物。
【請求項７】
　前記極性ポリエチレンコポリマーの含有量が、最終接着剤の１０～４５％（ｗ／ｗ）、
好ましくは１５～３０％である、請求項１～６のいずれか一項に記載の感圧性接着剤組成
物。
【請求項８】
　前記極性ポリエチレンコポリマーが２５００００ｇ／モルを上回る分子量を有する、請
求項１～７のいずれか一項に記載の感圧性接着剤組成物。
【請求項９】
　前記極性可塑化油が、液体ロジン誘導体、芳香族オレフィンオリゴマー、植物及び動物
油並びに誘導体の群から選択され、好ましい極性油がエステル、エーテル及びグリコール
であり、特に好ましいのが、アルファ－ブトキシ－ポリオキシプロピレンのようなポリプ
ロピレンオキシドである、請求項１～８のいずれか一項に記載の感圧性接着剤組成物。
【請求項１０】
　前記極性可塑化油の含有量が、最終接着剤の２０～７０％（ｗ／ｗ）、好ましくは４０
～６０％である、請求項９に記載の感圧性接着剤組成物。
【請求項１１】
　前記組成物がＭＦＩ＞２（１９０℃／２１．１Ｎ）のポリマーを更に含む、請求項１～
１０のいずれか一項に記載の感圧性接着剤組成物。
【請求項１２】
　前記組成物が、天然、変性又は合成樹脂のような粘着付与樹脂、好ましくはロジンエス
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テル及びその誘導体、又は純芳香族モノマー樹脂のような極性樹脂を更に含む、請求項１
～１１のいずれか一項に記載の感圧性接着剤組成物。
【請求項１３】
　前記粘着付与樹脂の含有量が、最終接着剤の０．１～４０％（ｗ／ｗ）、好ましくは１
０～２０％である、請求項１２に記載の感圧性接着剤組成物。
【請求項１４】
　前記組成物が、鉱物油、クエン酸塩油、パラフィン油、フタル酸エステル、アジピン酸
エステル（例えば、ＤＯＡ）、及び液体又は固体樹脂の群から選択される追加の可塑剤を
更に含む、請求項１～１３のいずれか一項に記載の感圧性接着剤組成物。
【請求項１５】
　前記組成物がポリエチレンワックスを更に含む、請求項１～１４のいずれか一項に記載
の感圧性接着剤組成物。
【請求項１６】
　前記組成物が、抗酸化剤、安定剤、充填剤、顔料、流れ調整剤、及び活性成分の群から
選択される他の成分を更に含む、請求項１～１５のいずれか一項に記載の感圧性接着剤組
成物。
【請求項１７】
　前記他の成分が極性活性成分である、請求項１６に記載の感圧性接着剤組成物。
【請求項１８】
　前記組成物が、親水性コロイドのような吸収性粒子を更に含む、請求項１～１７のいず
れか一項に記載の感圧性接着剤組成物。
【請求項１９】
　親水性コロイドの量が、全組成物の５０％ｗ／ｗを下回る、請求項１８に記載の感圧性
接着剤組成物。
【請求項２０】
　前記組成物が塩を更に含む、請求項１～１９のいずれか一項に記載の感圧性接着剤組成
物。
【請求項２１】
　前記水溶性無機塩が、ＮａＣｌ、ＣａＣｌ2、Ｋ2ＳＯ4、ＮａＨＣＯ3、Ｎａ2ＣＯ3、Ｋ
Ｃｌ、ＮａＢｒ、ＮａＩ、ＫＩ、ＮＨ4Ｃｌ、ＡＩＣｌ3及びこれらの混合物の群から選択
され、好ましくはＮａＣｌである、請求項２０に記載の感圧性接着剤組成物。
【請求項２２】
　前記水溶性無機塩がＣＨ3ＣＯＯＮａ、ＣＨ3ＣＯＯＫ、ＣＯＯＮａ、ＣＯＯＫ及びこれ
らの混合物の群から選択される、請求項２０に記載の感圧性接着剤組成物。
【請求項２３】
　接着剤組成物が請求項１～２２のいずれか一項に記載の感圧性接着剤組成物である、ベ
ータ滅菌された接着剤組成物。
【請求項２４】
　裏材層及び請求項１～２２のいずれか一項に記載の感圧性接着剤組成物の少なくとも１
つの層を含む、層状接着剤構造体。
【請求項２５】
　前記構造体が、水吸収性接着剤の少なくとも１つの層を更に含む、請求項２４に記載の
層状接着剤構造体。
【請求項２６】
　請求項１～２２のいずれか一項に記載の感圧性接着剤組成物の層が、水吸収性接着剤の
層と皮膚との間に存在する、請求項２５に記載の層状接着剤構造体。
【請求項２７】
　請求項１～２２のいずれか一項に記載の感圧性接着剤組成物及び裏材層を含む、医療装
置。
【請求項２８】
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　前記裏材層が非蒸気浸透性である、請求項２７に記載の医療装置。
【請求項２９】
　前記裏材層が水蒸気浸透性であり、５００ｇ／ｍ2／２４時間を上回る水蒸気透過速度
を有する、請求項２７に記載の医療装置。
【請求項３０】
　前記医療装置が、包帯、ストーマ装具、プロテーゼ、例えば、胸部プロテーゼ、尿回収
装置、糞便管理装置、測定機器若しくは治療機器、医療用テープ、又は皮膚上の医療装置
の周りを密閉するための包帯若しくは帯具である、請求項２７～２９のいずれか一項に記
載の医療装置。
【請求項３１】
　前記医療装置がベータ滅菌された医療装置である、請求項２７～３０のいずれか一項に
記載の医療装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、極性可塑化油及び極性ポリエチレンコポリマーを含む感圧性で熱溶融加工可
能な接着剤組成物、並びに本発明による接着剤組成物を含む層状接着剤構造体及び医療装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　感圧性接着剤は、長い間、ストーマ装具、包帯（創傷包帯を含む）、創傷ドレナージ帯
具、尿を回収するための装置、整形器具及び皮膚用プロテーゼのような、医療装置を貼付
するために用いられている。
【０００３】
　親水性粒子又は吸収剤を含有する親水コロイド接着剤は、接着剤バルクに水分を吸収し
、状態が飽和したとき水分を透過するものであるが、皮膚へ医療装置を貼付するのに有用
な感圧性接着剤の周知の群の１つである。しかしながら、親水コロイド接着剤中の水分の
保持は、膨潤、凝集力の喪失、及び崩壊のような、接着剤に変化をもたらす場合がある。
他方、非吸収性接着剤は、皮膚と接着剤との間に過剰な水分を捕捉して、接着力の低下及
び皮膚の浸軟をもたらす恐れがある。
【０００４】
　皮膚の繊細な性質のために、感圧性接着剤が良好かつ皮膚に優しい接着剤として機能で
きる条件は狭い。一方では、接着剤は医療装置を皮膚に貼付できるべきであり、そして装
置が着用中落ちてはならず、他方では、皮膚からの医療装置の取り外しが、皮膚に損傷を
与えてはならない。
【０００５】
　医療用途では、感圧性接着剤を通じた水蒸気透過性が高いことが望ましい。しかしなが
ら、皮膚に接触する用途に好適である、高水蒸気透過性を有する感圧性接着剤の利用可能
性は限られている。
【０００６】
　現在皮膚への接着用に用いられている水蒸気透過性感圧性接着剤は、主にシリコーン、
ＰＵ及びアクリル型接着剤である。
【０００７】
　アクリルを主成分とする感圧性接着剤は、通常、溶媒型であり、毒性残留物及び悪臭の
原因となるモノマーを含む場合がある。これらの接着剤は、水分を吸収する親水コロイド
のような親水性成分を組み込んでもよい。しかしながら、親水性成分の含有量及びそれに
よる水分の吸収は、接着剤の特性を変化させ、膨潤及び接着力の低下が最も望ましくない
作用である。このようなアクリル型接着剤の着用時間は、典型的には、これらの作用によ
り短い。
【０００８】
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　シリコーン接着剤は、比較的高価であり、比較的低い水分透過性を有し、この低い水分
透過性が通気性に関する問題を引き起こす。また、水分が皮膚と接着剤との間に蓄積する
と、接着力が損なわれる場合がある。更に、シリコーンと他の有機材料（例えば、ポリマ
ー）との適合性は限定されており、これは性能強化添加剤とのブレンド安定性、及び別の
化学組成の補強材への接着力に影響を及ぼす。
【０００９】
　シリコーン又はポリウレタンを主成分とする感圧性接着剤は、典型的には、加工中に不
可逆的架橋反応を受ける熱硬化性材料である。
【００１０】
　ＳＩＳ及びＰＩＢのような無極性ポリマーを主成分とする接着剤は、医療用接着剤の技
術分野で周知である。例えば、国際公開第９９／１１３０２号には、ＳＩＳ、ＰＩＢ及び
親水コロイドを主成分とする医療用途のための接着剤について記載されており、米国特許
第４５５１４９０号には、ＳＩＳ／ＳＩ、ＰＩＢ／ブチルゴム、粘着付与剤、鉱物油、及
び親水コロイドを含有する接着剤について記載されている。
【００１１】
　エチレンコポリマーは、例えば、包装及びラベル用の熱溶融型接着剤で用いられること
が多い。これらの目的のために用いられるＥＶＡは、最大４０％の酢酸ビニルを含有する
従来のＥＶＡ型である、すなわち、ポリマーは比較的無極性である。
【００１２】
　４０％を超える酢酸ビニルを有するＥＶＡを含有する接着剤についても記載されている
。
【００１３】
　米国特許第４４７７３２５号には、ＥＶＡ、ＰＩＢ及び水吸収性粒子又はポリマーで形
成されている皮膚保護組成物について記載されている。ＥＶＡは、２５～６５重量％の酢
酸ビニルを含有してもよい。
【００１４】
　米国特許第６９３３３４２号には、トリブロックコポリマー（スチレン－ジエン－スチ
レン）、テルペン樹脂、液体、及びＥＶＡポリマー（ＥＶＡポリマーは、好ましくは５０
重量％を超える酢酸ビニル含有量を有する）について記載されている。
【００１５】
　米国特許第６２２５５２０号には、例えば、ＥＶＡ等のエチレンコポリマー、固体粘着
付与樹脂、液体粘着付与樹脂、抗酸化剤、及び所望により希釈剤を含有する接着剤につい
て記載されている。ＥＶＡポリマーは、１５～６５重量％の酢酸ビニル含有量を示す。本
発明は、ラベル、及び皮膚に接触するテープを含むテープのための接着剤に関する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　上記接着剤は全て、無極性成分を含有するという不利点を有し、水透過性を有しない又
は水透過性の低い接着剤マトリックス（親水コロイドを含まない接着剤）を生じさせる。
接着剤を皮膚に接触する用途で用いなくてはならない場合、水分を処理できる必要がある
。上記材料の種類を皮膚接着剤として用いるとき、大量の吸収性粒子を添加して水分を処
理することが多い。
【００１７】
　大量の粒子の添加は、比較的硬質な接着剤材料をもたらし、これは粘着力を低下させ、
耐久性を弱め、皮膚の剥脱を導くことが多い。この種の皮膚の損傷を避けるために、皮膚
表面で発生した水分を処理できる浸透性接着剤材料を用いることが有利である場合がある
。これにより、親水コロイドを添加する必要がなくなるか、又は親水コロイドの添加は少
量でよい。
【００１８】
　極性エチレンコポリマー及び極性油又は極性油の組み合わせを主成分とする感圧性接着
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剤は、優れた皮膚接着剤を提供することが見出されている。
【００１９】
　また、これらの接着剤は、それらを通気性かつ非常に皮膚に優しくする非常に高い水蒸
気透過速度を有する。これらの接着剤の高い水蒸気透過性は、医療装置を長期間、例えば
数日間皮膚上に着用しなければならない場合、特に有利である。
【００２０】
　驚くべきことに、本発明による接着剤は、柔軟性、たわみ性、着用時の安全性及び快適
性、アクリル型接着剤に比べて低い毒性、並びにシリコン接着剤に比べて良好な水分透過
性を提供することが見出されている。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　一般に、本発明の実施で用いることができるポリマーは、エチレンと極性モノマーとの
コポリマーである。コポリマーは、典型的には、約７０％未満のエチレンを含み、５０ｇ
／ｍ2／日を超える水蒸気透過性、及び２ｇ／１０分未満のメルトフローインデックス（
１９０℃／２１．１Ｎ）を有する。メルトフローインデックスは、ＩＳＯ１１３３及びＡ
ＳＴＭ　Ｄ１２３８に掲載されている方法により測定できる。このようなポリマーの例は
、エチレンと酢酸ビニルとのコポリマー及びエチレンと酢酸ブチルとのコポリマーである
。特に好ましいのは、約４０％（ｗ／ｗ）を超える酢酸ビニル、２ｇ／１０分未満のメル
トフローインデックス（１９０℃／２１．１Ｎ）、及びＭＶＴＲ試験法に従って測定した
とき、１５０μｍのシートについて５０ｇ／ｍ2／日を超える水蒸気透過性を有する、エ
チレンと酢酸ビニルとのコポリマーである。
【００２２】
　一般に、本発明で用いてよい極性油は、ポリマーの極性ドメインに良好な溶解性を有す
る、すなわち、ポリマーの引張強度を過度に犠牲にすることなく柔軟性を提供する。良好
な水蒸気浸透性を支持することができる油が好ましい。このような油の例は、植物油及び
動物油並びにこれらの誘導体である。好ましい極性油はエステル、エーテル及びグリコー
ルであり、特に好ましいのはポリプロピレンオキシド、例えば、アルファ－ブトキシ－ポ
リオキシプロピレンである。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　現在、低いメルトフローインデックスを有するポリマーが適切な極性油及び所望により
他の成分とともに配合されるとき、乾燥粘着性及び引き剥がし性、並びに良好な水蒸気浸
透性を有する熱溶融型接着剤は、極性エチレンコポリマーの使用により得られることが発
見されている。
【００２４】
　本発明の接着剤は、それを種々の用途で有用にする独特の特性を呈する。良好な皮膚へ
の接着力、高い水蒸気透過速度、及び放射線滅菌に対する耐性のような特性である。これ
らの特性により、本発明の接着剤は、多くの用途に適する接着剤となり、糞便管理装置、
創傷ケア装具及び失禁用装置のような医療用途に特に適する接着剤となる。
【００２５】
　本発明の通気性接着剤は、例えば、医療用テープ、バンドエイド及びパッド、発泡体又
は針の固定のための接着剤として、固定用途に用いることができ、良好な接着性、高い通
気性及び滅菌耐性を提供する。
【００２６】
　本発明の接着剤は、従来の親水コロイド含有接着剤のように配合でき、改善された水分
処理特性及び改善された滅菌耐性を提供する。
【００２７】
　本発明の接着剤は水蒸気透過速度が高いことにより、１層を超える接着剤層を有する積
層装置構造体にとって非常に好適になる。非吸収性基材が接触する装置の例では、層を吸
収性バルク接着剤層と組み合わせて、粘着性及び耐久性と良好な吸収性を組み合わせる。
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【００２８】
　本発明の１つの実施形態では、感圧性で熱溶融加工可能な接着剤組成物は、最終接着剤
の１０％（ｗ／ｗ）を超える含有量の極性可塑化油又は極性可塑化油の組み合わせ、及び
少なくとも１つの極性ポリエチレンコポリマーを含み、前記ポリエチレンコポリマーの含
有量は、最終接着剤の１０～５０％（ｗ／ｗ）であり、前記ポリエチレンコポリマーは２
ｇ／１０分を下回るメルトフローインデックス（１９０℃／２１．１Ｎ）を有する。
【００２９】
　本発明の１つの実施形態では、感圧性で熱溶融加工可能な接着剤組成物は、最終接着剤
の１０％（ｗ／ｗ）を超える含有量の極性可塑化油又は極性可塑化油の組み合わせ、及び
少なくとも１つの極性ポリエチレンコポリマーを混合することにより生成され、前記ポリ
エチレンコポリマーの含有量は、最終接着剤の１０～５０％（ｗ／ｗ）であり、前記ポリ
エチレンコポリマーは２ｇ／１０分を下回るメルトフローインデックス（１９０℃／２１
．１Ｎ）を有する。
【００３０】
　本発明の実施形態では、連続型の最終接着剤は、ＭＶＴＲ試験法に従って測定したとき
、１５０μｍの接着剤シートについて、少なくとも１００ｇ／ｍ2／日の水蒸気透過速度
を呈する。
【００３１】
　接着剤組成物で用いられる主なポリマーは、エチレンコポリマーである。コポリマーは
、高い水浸透性を得るために、かなりの量の極性成分を含有すべきである。好ましくは、
コポリマーのエチレン部分は、接着剤の凝集力を保証する結晶質領域を形成することがで
きる。
【００３２】
　本発明の１つの実施形態では、極性ポリエチレンコポリマーは、エチレン酢酸ビニル、
エチレン酢酸ビニル一酸化炭素、エチレン酢酸ブチル、エチレンビニルアルコール、エチ
レンアクリル酸ブチル、エチレンアクリル酸ブチル一酸化炭素、及びこれらの組み合わせ
から成る群から選択される。
【００３３】
　好ましくは、極性ポリエチレンコポリマーはエチレン酢酸ビニルである。
【００３４】
　極性ポリマーとは、ＭＶＴＲ試験法に従って測定したとき、１５０μｍのフィルムにつ
いて、５０ｇ／ｍ2／日を超える水透過性を有するポリマーを意味する。
【００３５】
　この発明の１つの目的は、熱溶融加工することができ、かつ通常の使用条件でそれほど
残留物を残すことなく除去できる接着剤である水浸透性接着剤を提供することである。
【００３６】
　本発明の実施形態では、エチレン酢酸ビニルは、少なくとも４０％（ｗ／ｗ）の酢酸ビ
ニル、好ましくは４０～８０％（ｗ／ｗ）の酢酸ビニル含有量を有する。
【００３７】
　接着剤組成物は、ダールキスト（Dahlquist）基準を満たすべきである。好ましくは、
弾性率は１０００００Ｐａ未満であるべきであり、非常に柔軟性があり、皮膚に優しく、
かつ快適な接着剤では、弾性率（Ｇ’）は、３２℃及び１ＨｚでＤＭＡにより測定したと
き最低１～３０ｋＰａ程度であり得る。
【００３８】
　着用するのが快適な皮膚に優しい材料を確保するために、接着剤ができる限り柔軟であ
ることが非常に重要である。柔軟性材料を得るために、ポリマー含有量は、できる限り低
くなるべきである。極性ポリエチレンコポリマーの最大ポリマー含有量は、最終接着剤の
５０％（ｗ／ｗ）を超えるべきではない。
【００３９】
　好ましくは、接着剤で用いられる極性ポリエチレンコポリマーは、２ｇ／１０分（１９
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０℃／２１．１Ｎ）を下回るメルトフローインデックス（ＭＦＩ）が得られる水準の分子
構造を有するべきである。メルトフローインデックスは、ＩＳＯ１１３３及びＡＳＴＭ　
Ｄ１２３８に掲載されている方法により測定できる。
【００４０】
　高分子量及び低ＭＦＩを有するポリマーを使用する利点は、高分子量ポリマーが、接着
剤に対して十分高い凝集力を確保できることである。
【００４１】
　最終接着剤の含有量とは、接着剤組成物に用いられる成分の合計重量に対する、その成
分の重量の百分率を意味する。
【００４２】
　本発明の実施形態では、極性ポリエチレンコポリマーの含有量は、最終接着剤の１０～
４５％（ｗ／ｗ）、好ましくは１５～３０％である。
【００４３】
　本発明の別の実施形態では、極性ポリエチレンコポリマーは、２５００００ｇ／モルを
超える分子量を有する。
【００４４】
　本発明の１つの実施形態では、接着剤組成物は、最終接着剤の２０～７０％（ｗ／ｗ）
、好ましくは４０～６５％の含有量の極性可塑化油又は極性可塑化油の組み合わせを含む
。
【００４５】
　一般に、本発明に用いてよい極性油は、ポリマーの極性ドメインに対して良好な溶解性
を有するものである。すなわち、ポリマーの引張強度を過度に犠牲にすることなく柔軟性
を提供する。良好な水蒸気浸透性を支持することができる油が好ましく、ポリマーと油の
５０：５０の混合物は、少なくとも１００ｇ／ｍ2／日の水蒸気透過速度を有するべきで
ある。このような油の例は、植物油及び動物油並びにこれらの誘導体である。好ましい極
性油はエステル、エーテル及びグリコールであり、特に好ましいのはポリプロピレンオキ
シド、例えば、アルファ－ブトキシ－ポリオキシプロピレンである。
【００４６】
　最適な柔軟性及び皮膚への優しさを得るために、好ましい接着剤は、約５０％以上の可
塑化油を含有するべきである。
【００４７】
　本発明の１つの実施形態では、接着剤組成物は極性可塑化油を含み、前記極性可塑化油
は、液体ロジン誘導体、芳香族オレフィンオリゴマー、植物油及び動物油並びに誘導体か
ら成る群から選択され、好ましい極性油は、エステル、エーテル及びグリコールであり、
特に好ましいのは、アルファ－ブトキシ－ポリオキシプロピレンのようなポリプロピレン
オキシドである。
【００４８】
　更に、ポリプロピレンオキシド油は、接着剤組成物の高浸透性に寄与する。
【００４９】
　本発明による接着剤組成物の幾つかは、凝集性を与える主なポリマーに加えて、微量の
追加ポリマーを含有する。この又はこれらの追加ポリマーは、粘着力を得るために添加さ
れる。これらの追加ポリマーは任意であり、全ての目的のために必須ではない。
【００５０】
　本発明の１つの実施形態では、接着剤組成物は、低分子量ポリマーをさらに含む。すな
わちＭＦＩ＞２である。
【００５１】
　多くの水分が接着剤と皮膚との間に存在するとき、接着剤に対する低分子量（Ｍｗ）ポ
リマーの添加は、有利になり得る。
【００５２】
　好ましくは、極性ポリエチレンコポリマー及び追加ポリマー（油、粘着付与樹脂等を含
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まない）を含む、合計ポリマー含有量は、最終接着剤の５０％（ｗ／ｗ）を超えるべきで
はない。
【００５３】
　粘着付与樹脂、可塑剤及びワックスのような追加成分を組成物に添加してよい。
【００５４】
　本発明の１つの実施形態では、接着剤組成物は、天然、変性、又は合成樹脂のような粘
着付与樹脂、好ましくは、ロジン、ロジンエステル、水素化ロジン、水素化ロジンエステ
ル、及びこのような極性樹脂の誘導体又は純芳香族モノマー樹脂のような極性樹脂を更に
含む。
【００５５】
　接着剤の粘着力を制御するために、すなわち、弾性率を低下させ、ガラス転移温度を上
昇させるために、粘着付与樹脂を添加できる。
【００５６】
　粘着付与樹脂の含有量は、最終接着剤の０～４０％（ｗ／ｗ）である。好ましくは、接
着剤は実質的に樹脂を含まない。接着剤組成物が樹脂を含有するとき、粘着付与樹脂の含
有量は、好ましくは最終接着剤の０．１～４０％（ｗ／ｗ）であり、より好ましくは最終
接着剤の１０～２０％（ｗ／ｗ）である。
【００５７】
　本発明の１つの実施形態では、接着剤組成物は、最終接着剤の５０％（ｗ／ｗ）を超え
る含有量の極性可塑化油及び樹脂を含む。
【００５８】
　本発明の１つの実施形態では、接着剤組成物は、鉱物油、クエン酸塩油、パラフィン油
、フタル酸エステル、アジピン酸エステル（例えば、ＤＯＡ）、及び液体若しくは固体樹
脂から成る群から選択される追加の可塑剤を更に含む。
【００５９】
　本発明の別の実施形態では、接着剤組成物は、ポリエチレンワックスを更に含む。
【００６０】
　他の成分を補助効果のために添加してもよい。これは、抗酸化剤及び安定剤、レオロジ
ー改質のための充填剤、又はビタミンＥ若しくはイブプロフェンのような活性成分でよい
。
【００６１】
　本発明の別の実施形態では、接着剤組成物は、抗酸化剤、安定剤、充填剤、顔料、流れ
調整剤、及び活性成分から成る群から選択される他の成分を更に含む。
【００６２】
　本発明の１つの好ましい実施形態では、接着剤組成物は極性活性成分を含む。
【００６３】
　本発明による接着剤は、ベータ滅菌に対して耐性を有し、これは合理的な水準でのベー
タ滅菌中に著しく分解しない又は特性を変化させないことを意味する。
【００６４】
　本発明の１つの実施形態では、ベータ滅菌された接着剤組成物は、本発明による感圧性
接着剤組成物を主成分とする。
【００６５】
　吸収性材料を形成するために、吸収性粒子又はポリマーとして、塩及び／又は親水コロ
イドを組成物に添加できる。
【００６６】
　塩は、水溶性塩であってもよく、無機塩又は有機塩であってもよい。
【００６７】
　本発明の１つの実施形態によると、接着剤組成物は、限定されるものではないが、Ｎａ
Ｃｌ、ＣａＣｌ2、Ｋ2ＳＯ4、ＮａＨＣＯ3、Ｎａ2ＣＯ3、ＫＣｌ、ＮａＢｒ、ＮａＩ、Ｋ
Ｉ、ＮＨ4Ｃｌ、ＡＩＣｌ3及びこれらの混合物の群から選択される水溶性無機塩、好まし
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くはＮａＣｌを含む。
【００６８】
　本発明の別の実施形態によると、接着剤組成物は、限定されるものではないが、ＣＨ3

ＣＯＯＮａ、ＣＨ3ＣＯＯＫ、ＣＯＯＮａ、ＣＯＯＫ及びこれらの混合物の群から選択さ
れる水溶性有機塩を含む。
【００６９】
　接着剤は、装置内で粒子無しで用いることができ、これは吸収性よりもむしろ透過性に
依存する。
【００７０】
　従来のＨＣ接着剤と同様に、マイクロコロイドを含む、大部分の液体吸収性ポリマー粒
子を用いることができる。浸透性接着剤の特別な利点は、表面フィルムが吸収を完全に遮
断しないことである。
【００７１】
　より具体的には、親水コロイドは、グアーガム、ローカストビーンガム（ＬＢＧ）、ペ
クチン、アルギン酸塩、ジャガイモデンプン、ゼラチン、キサンタン、カラヤゴム、セル
ロース誘導体（例えば、ナトリウムカルボキシメチルセルロース、メチルセルロース、ヒ
ドロキシエチルセルロース、及びヒドロキシプロピルメチルセルロースのようなカルボキ
シメチルセルロースの塩類）、ナトリウムデンプングリコレート、ポリビニルアルコール
及び／又はポリエチレングリコールでよい。
【００７２】
　マイクロコロイド粒子は、当該技術分野において周知であり、例えば、国際公開第０２
／０６６０８７号には、マイクロコロイド粒子を含む接着剤組成物が開示されている。マ
イクロコロイド粒子は、２０マイクロメートル未満の粒径を有してよい。
【００７３】
　また、本発明は、上記のような感圧性接着剤組成物を含む医療装置に関する。
【００７４】
　本発明による接着剤組成物を含む医療装置は、ストーマ装具、包帯（創傷包帯を含む）
、創傷ドレナージ帯具、皮膚保護帯具、尿を回収するための装置、整形器具又はプロテー
ゼ（例えば、胸部プロテーゼ）、糞便管理装置、及び測定機器又は電池等の電源のような
電子装置であってもよい。
【００７５】
　また、医療装置は、医療装置若しくは医療装置の一部を皮膚に固定するための、又は皮
膚に貼付された医療装置の周りを密閉するための、テープ（例えば、弾性テープ又はフィ
ルム）、又は包帯若しくは帯具であってもよい。
【００７６】
　医療装置は、その最も単純な構造では、本発明による感圧性接着剤組成物の層及び裏材
層を含む接着剤構造体でよい。
【００７７】
　裏材層は、好適には弾性であり（低い弾性率を有する）、接着剤構造体が皮膚の動きに
適合し、使用時に快適性をもたらすことを可能にする。
【００７８】
　本発明の好ましい実施形態では、裏材は、接着剤と裏材との間の接着力を強めるために
構造化表面を有する。特に好ましいのは、溶融した接着剤が浸透でき、例えば、不織布及
び不織布フィルム積層体と機械的連動を生み出せる裏材である。
【００７９】
　本発明により用いられる裏材層の厚さは、用いられる裏材の種類に依る。例えば、ポリ
ウレタンフィルムのようなポリマーフィルムでは、全厚は１０～１００μｍ、好ましくは
１０～５０μｍ、最も好ましくは約３０μｍでよい。
【００８０】
　本発明の１つの実施形態では、裏材層は非蒸気透過性である。
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【００８１】
　本発明の別の実施形態では、裏材層は水蒸気浸透性であり、５００ｇ／ｍ2／２４時間
を超える水蒸気透過速度を有する。この場合、本発明の接着剤構造体は、良好な水分透過
速度を提供でき、構造体を通して、かつ皮膚から離れて大量の水分を輸送することができ
る。接着剤層の化学的組成及び物理的構造、並びに裏材層の化学的及び物理的構造の両方
が、水蒸気浸透性に影響を与える。物理的構造に関して、裏材層は連続（穴、孔、へこみ
がない、水蒸気浸透性に影響を与える粒子又は繊維が添加されていない）又は不連続（穴
、孔、へこみを有する、水蒸気浸透性に影響を与える粒子又は繊維が添加されている）で
よい。
【００８２】
　裏材層の水蒸気透過速度は、好適には５００ｇ／ｍ2／２４時間を超え、最も好ましく
は１０００ｇ／ｍ2／２４時間を超え、更により好ましくは３０００を超え、最も好まし
くは１０，０００を超える。
【００８３】
　本発明の別の実施形態では、層状接着剤構造体は裏材層及び本発明による感圧性接着剤
組成物の少なくとも１層を含む。
【００８４】
　本発明による接着剤は、化学的又は機械的に、多数の方法で発泡させて発泡型接着剤に
することができる。
【００８５】
　化学発泡剤又は接着製剤自体に添加される他の物質は、種々の機序により気泡を発生さ
せることができる。これらの機序としては、化学反応、物理的変化、熱分解又は化学分解
、分散相の浸出、低沸点物質の揮発、又はこれらの方法の組み合わせが挙げられるが、こ
れらに限定されない。
【００８６】
　商業的に既知である化学発泡剤のいずれを用いてもよい。化学発泡剤は、分解前後の両
方で、好適には無毒性であり、皮膚に優しく、環境的に安全である。
【００８７】
　接着剤混合物に添加される化学発泡剤の量は、約０．０１重量％～約９０重量％の範囲
でよく、実用的な範囲としては約１重量％～約２０重量％が挙げられる。添加される気体
の量は、候補混合物から発生する気体の量を測定し、最終生成物に必要な発泡の量を算出
することにより決定でき、発泡プロセス中において大気中へと失われる気体の量から経験
的に調節される。
【００８８】
　本発明の発泡型接着剤を形成する別の方法は、接着剤塊を泡沫状に泡立てて、発泡型構
造体を形成するのと同様に、物理発泡剤を添加するために機械的プロセスを用いる方法で
ある。接着剤の製造プロセス中に、空気、窒素、二酸化炭素若しくは他の気体、又は低沸
点揮発性液体を組み込む工程を伴うプロセスを含む多くの方法が可能である。
【００８９】
　いくつかの医療装置では、接着剤が高い水分透過速度を有することが重要である。一方
では、水吸収能はそれ程重要ではない。これは（例えば、顔に使用するための）非常に薄
い包帯、包帯に組み込まれた吸収性要素又はパッドを有する創傷包帯、傷口又は創傷が存
在しない皮膚上に用いられる皮膚保護帯具等の場合である。
【００９０】
　これらの用途では、接着剤は、好ましくは、高い水蒸気透過速度を有するが、高吸収能
を有することは必ずしも必須ではない。特定の水吸収能は、発汗が多い場合、緩衝剤とし
て機能することもできる。しかしながら、高い水吸収能は、例えば、水洗又はシャワー中
の接着剤の水耐性も低下させる。創傷からの浸出液の吸収は、別々の吸収性要素によって
処理してよく、したがって、多くの場合には、接着剤の水蒸気透過速度は水吸収能より重
要である。
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【００９１】
　したがって、１つの実施形態によると、本発明は、顔に使用するための非常に薄い包帯
、包帯に組み込まれた吸収性要素若しくはパッドを有する創傷包帯、又は傷口若しくは創
傷が存在しない皮膚上に用いられる皮膚保護帯具に関する。
【００９２】
　更なる実施形態によると、本発明は、接着剤層の厚さが最も厚い箇所で５０～２５０μ
ｍである、例えば、薄い接着性包帯のような上記医療装置に関する。したがって、接着剤
層は、変動する厚さを有するか、又は５０～２５０μｍの値から選択される均一な厚さを
有してもよい。
【００９３】
　本発明の包帯は、好ましい実施形態では、創傷包帯が創傷部位上の水分環境を一定に維
持し、同時に創傷の周囲の皮膚の浸軟を避けるように、体液、特に創傷浸出液を取り込む
ための吸収性パッドを含む。
【００９４】
　本発明の更に別の実施形態によると、医療装置は、吸収性パッドを含み、かつ接着剤層
の厚さが最も厚い箇所で５０～３００μｍである、上記のような創傷包帯である。したが
って、接着剤層は、変動する厚さを有してもよく、又は５０～３００μｍの値から選択さ
れる均一な厚さを有してもよい。
【００９５】
　吸収性パッドは、創傷若しくは皮膚と接触する接着剤層の表面に、又は接着剤層と裏材
との間に位置してよい。
【００９６】
　本発明の包帯用のパッド材料として使用するための好適な発泡体材料は、例えば、ポリ
エチレン発泡体、ポリウレタン発泡体、ポリアルキレンオキシド及び／又はポリアルキレ
ンオキシドシロキサン発泡体である。
【００９７】
　吸収性パッドは、体液、特に創傷浸出液を吸収する高い能力を有する親水コロイド、超
吸収体、又は発泡体、又は天然若しくは合成材料を含んでよい。吸収性パッドは、浸出液
分配材料を含んでもよい。これにより、創傷の真上に位置していない吸収性層の領域を利
用することが可能になるだけでなく、吸収性層の湿潤表面が拡大し、それにより裏材層を
通じた蒸発が強化されるであろう。
【００９８】
　吸収性層の吸収能を最適化するために、吸収性パッドは、異なる吸収特性の層を含む１
層以上の層（例えば、多層）の形態でよい。吸収性パッドは、例えば、粒子が組み込まれ
ている、マトリックス構造の形態でよい。吸収性パッドが、吸収した浸出液を分配するこ
とができる材料を含むとき、包帯の吸収能を完全に利用することができる。
【００９９】
　吸収性パッドは、それ自体創傷ケア装置で用いるのに好適であることが知られている任
意の吸収性材料、例えば、ポリアクリレート、ＣＭＣ、セルロース若しくはこれらの誘導
体、ゴム、発泡体若しくはアルギン酸塩の粒子又は繊維を含んでよい。本発明の包帯は、
例えば、裏材の１つの表面の一部又は全体に接着剤を積層又は染料流延又は延展する等の
ような裏材上に接着剤材料を適用するための、それ自体既知である手法で形成してよい。
【０１００】
　所望により、本発明の包帯は、適用前又は適用中に取り除かれる１つ以上の剥離ライナ
、又はカバーフィルムにより、部分的に又は完全に被覆される。保護カバー又は剥離ライ
ナは、例えば、シリコーン処理した紙でよい。それは包帯と同じ外形を有する必要はなく
、保護カバーのより大きなシートに多くの包帯を取り付けてよい。剥離ライナは、医療装
置用剥離ライナとして有用であることが知られている任意の材料でよい。
【０１０１】
　保護カバーは、本発明の包帯の使用中に存在せず、それ故に本発明の本質的な部分では
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ない。更に、本発明の包帯は、接着剤層に触れることなく皮膚に包帯を適用するための、
それ自体既知である１つ以上の「非接触」グリップを含んでよい。このような非接触グリ
ップは、包帯の適用後には存在しない。より大きな包帯の場合、２つ又は３つ、更には４
つの「非接触」グリップを有することが好適である。
【０１０２】
　創傷包帯が、創傷部位上の水分環境を一定に維持できるように、体液、特に創傷浸出液
を取り込むための吸収性パッド又は要素を含む包帯は、国際公開第０２／０５７３７号、
米国特許第５，０８６，７６４号、欧州特許第６４１５５３号、国際公開第９１／０１７
０６号及び欧州特許第２３６１０４号に記載されている。本発明による接着剤は、これら
の既知の包帯のいずれかに含まれる接着剤に取り替えてもよい。
【０１０３】
　医療装置の接着剤部の柔軟性は、接着剤の面取り（bevelling）又はパターン化のよう
な、装置のデザインにより達成されることが多い。
【０１０４】
　本発明の包帯又は接着剤シートは、着用時間を低減している包帯の縁部が「丸まる（ro
lling-up）」危険性を低減するために、面取りされた縁部を有してよい。面取りは、例え
ば、欧州特許第０２６４２９９号又は米国特許第５，１３３，８２１号に開示されている
ように、それ自体既知である態様で不連続的に又は連続的に実施してよい。
【０１０５】
　別の態様では、本発明は、上記のような接着剤構造体を含むストーマ装具用ウエハー（
wafer）に関する。
【０１０６】
　本発明のストーマ装具は、２つの部分から成る装具の一部を形成するウエハーの形態で
あるか、又は瘻孔から出てくる物質を回収するための回収バッグを含む一体型装具の形態
であってもよい。例えば、結合リングを用いる機械的カップリングによって、又は接着剤
フランジの使用によって、それ自体既知である任意の態様により個別の回収バッグをウエ
ハーに取り付けてよい。
【０１０７】
　また、本発明のストーマ装具用のウエハーは、典型的には、水蒸気浸透性及び不透水性
補強材と、上述のような剥離ライナとを含む。
【０１０８】
　本発明のストーマ装具は、ストーマ装具の調製に従来より用いられている材料から、そ
れ自体既知である態様で形成してよい。
【０１０９】
　有利な特性を有する装置は、積層された構造体で、本発明の浸透性接着剤を用いて得て
よい。
【０１１０】
　本発明の１つの実施形態では、構造体は、水吸収性接着剤の少なくとも１つの層を更に
含む。
【０１１１】
　極限条件下で、例えば、大量の発汗による高水分負荷下で、非常に良好な接着性を有す
る装置は、水吸収性接着剤と皮膚との間に、本発明の浸透性であるが非吸収性である接着
剤（親水性充填剤を含まない）の層、好ましくは薄層を配置することにより得てよい。こ
の方法では、接着剤がかなりの量の水を吸収した後でさえ良好な接着力を維持できる。
【０１１２】
　水吸収性を過剰に犠牲にすることなく、接着剤は瘻孔からの湿潤性流体に対して耐性を
有することができるから、ストーマ装具と接続して本発明による吸収性接着剤構造体を用
いることが特に有利である。したがって、腐食性瘻孔流体から有効に皮膚を保護し、同時
に接着剤と皮膚との間に健康な非腐食性微環境を提供する装置を製造することが可能であ
る。
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【０１１３】
　更なる実施形態では、本発明は、本発明による接着剤構造体を含む胸部プロテーゼのよ
うな、ユーザの皮膚に接着する種類のプロテーゼに関する。
【０１１４】
　また、本発明は、上記のような接着剤構造体を含む尿回収装置に関する。
【０１１５】
　本発明による尿回収装置は、尿鞘（uri-sheath）の形態でよい。
【０１１６】
　上述のように、医療装置はまた、例えば、装置又は装置の一部を皮膚に固定するための
医療用テープであってもよい。
【０１１７】
　また、本発明による医療装置は、ＥＣＧ（心電図）、ＥＭＧ（筋電図）、ＥＥＧ（脳波
記録）、血中グルコース、脈拍、血圧、ｐＨ及び酸素を測定するのに有用な装置のような
、皮膚に貼付する測定機器又は治療機器であってもよい。
【０１１８】
　このような測定機器は、当該技術分野において既知であり、通常、それらは感圧性接着
剤により皮膚に貼付される。
【０１１９】
　このような装置の例は、例えば、国際公開第０３／０６５９２６号、米国特許第５，０
５４，４８８号、米国特許第５，４５８，１２４号、米国特許第６，３７２号、米国特許
第６，３８５号、国際公開第９９／５９４６５号及び米国出願第２００３／０００９０９
７号に記載されている。本発明による接着剤構造体は、これらの装置を皮膚に貼付するた
めに用いられる接着剤構造体に取り替えてもよい。
【０１２０】
　本発明の別の実施形態では、接着剤は、肛門周囲の皮膚にバッグ又は別の回収装置を貼
付する、糞便回収装置の一部である。
【０１２１】
　本発明の１つの実施形態では、医療装置は、ベータ滅菌された医療装置である。
【実施例】
【０１２２】
実験室的方法
方法１：混合
　Ｂｒａｂｅｎｄｅｒ　ＯＨＧ（ドイツ、デュースブルグ（Duisburg））製のＢｒａｂｅ
ｎｄｅｒ　ｍｉｘｅｒ（約６０グラムを収容する）又はＬｉｎｄｅｎ　Ｍａｓｃｈｉｎｅ
ｎｆａｂｒｉｋ（ドイツ、マリエンハイデン（Marienheiden））製のＨｅｒｒｍａｎｎ　
Ｌｉｎｄｅｎ　ＬＫ　ＩＩ　０，５（約６００グラムを収容する）内で接着剤を混ぜ合わ
せた。ミキサー中のチャンバ温度は約１２０℃であり、接着剤は５０～６０ｒｐｍで混ぜ
合わせた。
【０１２３】
　予混合物を各ポリマーから形成した。ポリマーをミキサーに加え、ミキサーを起動した
。ポリマーが溶融し、滑らかな表面を有したとき、数ｍＬから始めて、その後に量を増や
しながら、油を数段階に分けてゆっくりと添加した。既に添加した部分がポリマーとよく
混合されてから、油の次の部分を添加した。
【０１２４】
　Ｌｅｖａｍｅｌｔ／ＰＰＯ接着剤では、予混合物中のＬｅｖａｍｅｌｔとＰＰＯとの比
は、典型的にはおよそ１：１であった。
【０１２５】
　ポリマー及び油の予混合物から接着剤を構成した。予混合物を処方に用いる場合は、予
混合物は樹脂及び／又は高ＭＦＩポリマーとともにミキサーに加えた。ミキサーを起動し
、ポリマーが溶融し、滑らかな表面を有したとき、数ｍＬから始めて、その後量を増やし
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ながら、追加の油を数段階に分けてゆっくりと添加した。
【０１２６】
　処方が親水性コロイド又は塩を含む場合、これらを接着剤に添加し、およそ１５分間混
合した。
【０１２７】
方法２：予備架橋Ｌｅｖａｐｒｅｎの機械的分解
　場合によっては、例えば、Ｌｅｖａｐｒｅｎ　ＶＰＫＡ８８５７を用いるとき、予め架
橋されているＥＶＡの機械的分解を実施することが必要であった。冷Ｈｅｒｍａｎｎ　Ｌ
ｉｎｄｅｎ　ＬＫ　ＩＩ　０，５ミキサー中でポリマーを約１０時間混合し、ポリマー鎖
を機械的に破壊した。加熱システムのスイッチを入れず、混合速度を低く、約２０ｒｐｍ
に維持して、ポリマーに対する最適な機械的作用を確保することに留意するのが重要であ
る。ポリマーの破壊の次に、処理されたポリマーの熱成形フィルムの目視検査を行なった
。残っているポリマーゲル－塊がほんの少量になるまで、機械的処理を続けた。
【０１２８】
方法３：ガンマ線照射
　約１キロのポリマーをプラスチックバッグに入れた。バッグを密封し、ガンマ線供給業
者、例えば、ＢＧＳ　Ｂｅｔａ－Ｇａｍｍａ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（ドイツ、ヴィール（Wieh
l））に送った。ポリマーに特定のガンマ線量、例えば、３０ｋＧｙを照射した。ガンマ
照射はポリマーの分子量を増加させる。ポリマーが戻ってきたら、油と混合して、上記の
ような予混合物を得た。
【０１２９】
方法４：水蒸気透過速度（ＭＶＴＲ）の決定
　ＭＶＴＲは、反転カップ法（inverted cup method）を用いて、２４時間にわたってグ
ラム／平方メートル（ｇ／ｍ２）で測定した。
【０１３０】
　開口部を有する水及び水蒸気不浸透性である容器又はカップを用いた。２０ｍＬの生理
食塩水（脱塩水中０．９％ＮａＣｌ）を容器内に入れ、開口部を試験接着剤フィルムで密
封した。容器を電気的に加熱した湿潤箱に入れ、水が接着剤に接触するように、容器又は
カップを逆さまに置いた。箱を３７℃及び相対湿度（ＲＨ）１５％に維持した。容器の重
量喪失は、時間の関数として得られた。重量喪失は、接着剤フィルムを通して透過した水
蒸気の蒸発によるものであった。この差を用いて、水蒸気透過速度又はＭＶＴＲを算出し
た。ＭＶＴＲは、カップの開口部の面積で除した、時間当たりの重量喪失（ｇ／ｍ2／２
４時間）として算出した。材料のＭＶＴＲは、材料の厚さの一次関数であった。したがっ
て、材料を特徴付けるためにＭＶＴＲを報告するとき、ＭＶＴＲを報告する材料の厚さを
示すことが重要であった。我々は基準として１５０μｍを用いた。より薄い又はより厚い
試料を測定する場合、ＭＶＴＲは１５０μｍの試料に対応するように報告した。したがっ
て、試料の厚さと試料のＭＶＴＲの間の線形接続により、ＭＶＴＲが１０ｇ／ｍ2／２４
時間であると測定された３００μｍの試料は、１５０μｍの試料ではＭＶＴＲ＝２０ｇ／
ｍ2／２４時間であると報告された。
【０１３１】
　最終的には、この用法を用いることにより、我々は、支持ＰＵフィルムを用いることに
より誤差を取り込んだことに留意した。接着剤／フィルム積層体は連続する２つの抵抗力
の系であるという事実を利用して、誤差を除いた。フィルム及び接着剤が均質であるとき
、透過速度は、
１／Ｐ（測定）＝１／Ｐ（フィルム）＋１／Ｐ（接着剤）
として表すことができる。
【０１３２】
　したがって、フィルム浸透性及び接着剤の厚さを知ることにより、以下の式：
Ｐ（接着剤）＝ｄ（接着剤）／１５０マイクロメートル×１／（１／Ｐ（測定）－１／Ｐ
（フィルム））
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（式中、ｄ（接着剤）は実際に測定した接着剤の厚さであり、Ｐ（フィルム）は接着剤無
しのフィルムのＭＶＴＲであり、Ｐ（測定）は実際に測定したＭＶＴＲであった）
を用いて接着剤（Ｐ（接着剤））の真の浸透性を算出することが可能であった。
【０１３３】
方法５：引き剥がし損傷モードの決定
　引き剥がし損傷モードは、皮膚から好適な試料を剥がすことにより決定した。
【０１３４】
　引き剥がし損傷モード、すなわち、接着剤の接着又は凝集破壊を視覚的に観察した。な
ぜなら凝集破壊した接着剤は、取り除くときに基材上に残留物を残す可能性が高いため、
凝集破壊は好ましくなかった。
【０１３５】
　２枚の剥離ライナの間で約２００マイクロメートルの接着剤フィルムを熱成形すること
により、試験試料を調製した。前記接着剤フィルムをＢＢＡ　Ｆｉｂｅｒｗｅｂ製の８０
ｇｓｍの弾性不織布(Ｄｒｅａｍｅｘ、ＣＳ９５４０００２、８０ｇｓｍ)上にトランスフ
ァーコーティングし、１００℃で約５分間熱処理して、接着剤をＮＷに十分結合させた。
幅１ｃｍの試験片を、不織布の低弾性率軸に沿って切断した。
【０１３６】
　試験片を前腕の下面に適用し、約２時間放置してから剥がした。結果を、接着剤又は凝
集引き剥がし損傷モードとして報告した。
【０１３７】
方法６：ＤＭＡ並びにＧ’及びｔａｎ（δ）の決定
　Ｇ’及びｔａｎ（δ）のパラメータを以下のように測定した。接着剤を厚さ１ｍｍのプ
レートに押しつけた。直径２５ｍｍの円形試料を切り抜き、Ｔｈｅｒｍｏ　Ｅｌｅｃｔｒ
ｏｎ社製のＲｈｅｏＳｔｒｅｓｓ　ＲＳ６００レオメータに入れた。適用した形状は平行
な２５ｍｍのプレートであり、変形を１％に固定して、測定値が線形状態になることを確
保した。測定は３２℃で行った。
【０１３８】
【表１】

【０１３９】
結果
［実施例１］様々なＥＶＡポリマーの浸透性
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　約１００℃で温間プレスした原料ポリマーを熱成形することによりフィルムを調製し、
ＭＶＴＲを測定した（方法４）。
【０１４０】
【表２】

【０１４１】
　低ＶＡを有するＥＶＡポリマーは、低ＭＶＴＲを有し、したがって、浸透性で熱溶融加
工可能な感圧性接着剤のためのベースポリマーはそれほど好適ではなくなる。更に、かな
り疎水性である油及び樹脂のみが、低ＶＡ　ＥＶＡに適合し、したがって、得られる接着
剤は低浸透性を有するであろう。
【０１４２】
［実施例２］様々なＭＦＩ指数を有するＥＶＡポリマーを主成分とする様々な接着剤の引
き剥がし性及び浸透性
　方法１、２及び３に従って以下の接着剤を熱溶融混合した。引き剥がし損傷モードを方
法５に従って決定した。
【０１４３】
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【表３】

【０１４４】
　この例は、ＭＦＩ＜２のポリマーで製造された接着剤が、接着力と凝集力との間の比が
著しく改善されている、すなわち、剥がしたときに、僅かに又は全く基材上に残留物が残
らないことを示す。ＭＦＩ＞２のポリマーのみで形成された接着剤は、凝集的に損傷する
傾向を有し、したがって、取り除いたときに許容できない量の残留物が残る。
【０１４５】
［実施例３］高い及び低い樹脂含有量を有する接着剤の浸透性
　４種の接着剤を、方法１、２及び３に従って配合した。
【０１４６】
【表４】

【０１４７】
　接着剤を、ＰＵフィルム（Ｂｉｏｆｌｅｘ　１３０）と剥離ライナとの間で約２５０マ
イクロメートルに熱成形した。透過速度を方法４に従って測定した。
【０１４８】

【表５】
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【０１４９】
　この例は、本発明による接着剤が多少の粘着付与樹脂を含有してよいが、一般にそれは
透過性を低下させることを示す。約５０％を下回る水準は許容できると思われるが、好ま
しくは更に低い水準であるべきである。
【０１５０】
［実施例４］本発明による接着剤
　以下の表は、本発明並びに方法１、２及び３に従って調製した接着剤組成物の例を示す
。
【０１５１】
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【表６】

【０１５２】
　引き剥がし損傷モード、透過率及び弾性率のような重要な性能特性は、全て本発明によ
る接着剤の基準に従うことに留意されたい。
【０１５３】
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［実施例５］滅菌耐性
【０１５４】
【表７】

【０１５５】
【表８】

【０１５６】
　接着剤を、方法１に従って調製し、１ｍｍのシートに熱成形して、０、１７．５ＫＧｙ
及び２×１７．５ＫＧｙの線量でベータ線滅菌するために送った。ＤＭＡを方法６に従っ
て実施した。
【０１５７】
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【表９】

【０１５８】
　結果は、ベータ滅菌が機械的特性に全く又は非常にわずかな変化しかもたらさず、Ｇ’
及びｔａｎ（δ）は一定であり、実験誤差の範囲内であり、すなわちポリマー主鎖は著し
く架橋又は破壊されないことを示す。
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